
スギモクの幼腔に b ける

リポイドの分布

中沢 f言午*

S. NAKAZAWA: Distribution of lipoid in the cortical 
cytoplasm of Coccophorαembryos. 

スギモク，ブ乙/スジモクなどの卵は受精後に種々の色素に対する透過性

が高まり， しかもそれは仮根部で著しいことはすでに報告された (NAKAZA-

W A 1953， 1954)0 .ところで， リポイド説によると，一般に透過性は原形質表

面にあるリポイドと関係し， リポイドに可溶性の物質ほど透過性も大きい。

もしそうだとすると，スギモクなどの卵の表層， とくに仮根部にはリポイド

が存在してもよいはずだ，という考えの下に一連の実験を行った結果を報告

する。

材料は1955年4月に浅虫で採集したスギモク(CoccoρhoraLangsdor fii) 

の卵を山形の実験室にもってきて培養したものである。幼匹を生のまま，あ

るいはフォノレマリシ，アノレゴーノレその他で固定してから各種のテストに供し

た。

1. ナイノレ背による染色.生の材料をナイノレ青海水にいれて 2時間後に

とり出して観察すると，仮根の先端部および毛築の基部の細胞，およびその

近くの細胞ではプラズムの表面が青色に染められている。仮根の細胞は容易

に原形質分離をおこさないが， たまたまナイノレ青で染めた後に1.5モノレの煎

糖液で分離をおこじたものについてみると，原形質の表面が青く染色してい

るのがよくわかる。

つぎにクロロフォノレム，エ{テノレ，アセトシで10分， アノレコーノレおよび

ブォノレマリシで3日間固定した材料を水洗し，ナイノレ青液にひたした結果，

プラズム表胞の染色は次頁の表のようになった。

仮根および毛集部以外の細胞ではナイノレ青の染色はみられなかった。

2. オスミック酸テスト生の幼匹にオスミック酸を作用させると，毛

築の細胞およびタノレスの細胞の内部にある貯減リポイドが黒くなる。しかし
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固 定

クロロフオ Jレム アルコール | 十

エーテ Jレ フォルマリン + 
アセトン + 

プラズムと結合しているリポイドはこの方法で検出されない。従って，さき

にナイノレ育で染った部位はオスミック酸では黒くならない。全体としてオス

ミック酸で黒くなる部分，つまり貯減リポイドの量はタノレスの頂部から基部

に向って下り勾配をなしていた。

3. スダシIIIテスト生の幼匹にスダシIIIを作用させると，表層にピ

シク色があらわれる。しかし仮根部または毛集部だけが特にこの性質をもっ

ているという事はなかった。つぎにアセトンおよびクロロブオノレムで処理し

た幼匪について同じテストを行ってみると，アセトシ処理のものではピシク

色があらわれるが，クロロブォノレム処理のものではこれがあらわれない。

4. ミエリン像.細胞にアルカリ金属塩をいれるとプラズムのリポイド

が saponificationされてミエリシ像をつくることが期待される。それで，生

の幼匹を 1-3モノレの KNOs液にひたして観察した。その結果，原形質分断

はおこり難く，実験は困難に出あった。そこで，つぎに100ccの海水に5g

の食塩を加えた液でまず仮綴細胞に原形質分離をおこさせ， 次にこの液に

5gのKNu;，を加えた高張海水に，さきに原形質分離した幼匹をいれてみた。

その結果，仮+Rおよび毛案の細胞の分離したプラズムの表面に小粒子となっ
てミエリシ像があらわれ，これは偏光顕微鏡でしらべると明かに重屈折を示

していた。一方，タノレスの主細胞では，やはり原形質分離をおこしたがミエ

リγ像は不明であった。

5. Romieuのヨード・レνチシ反応.生の材料をフオノレマリ yで固定

し，水洗後卵白でスライドにはりつけ，乾燥し， アセトシで30分脱水し，

400Cの温水に 10分いれてグリコグンを除去し，ついで10%塩酸を2滴おと

して加熱し，蒸気が立ち上ったら直ちにヨード・ヨード加旦を加えて 10分開

放置し，水洗後グリセリシで封入し，観察した。その結果細胞質は一般に黄

色に染色し， とくに表層には赤紫の色があらわれた。これは表層にレ乙/チシ

の存在を示すものと思われるむしかし根性に関係して差次染色はみられなか
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った。

つぎにアセトシから直ちに水洗せず， この聞にクロロフォノレムで30分

処理してからアルコールを過して水と置きかえ，それからは前と同じ方法で

染色操作をほどこした場合には赤紫の色があらわれなかった。これは表層の

レνチシがクロロフォノレムで除去されたことを示す.

6. 蜂毒の作用.山本(1951)はメダカの卵に蜂毒を作用させ，プラズム

表層のレνチγが破壊されることを見た。同様の実験は椙山(1953)によって
ヲニの卵でも行われた。そこで筆者も同様のテストを行った。まず，モシス

ズメパチ (Vesρacrabrolをクロロブォ Jレムで麻酔し， 解制して毒腺をとり

だし 1ccの小びんにいれてデνケーターで乾燥し 3日後にこれに0.2cc
の海水を加えてその中で毒腺をガラス棒でおしつぶした。この海水にスギモ

クの幼匹 (3-5細胞期)を10個いれ 1時間および24時間してから5個ず

っとり出して水洗し，プリラシト緑で染色し，蜂毒を作用させないものと比

較した。なおとの実験1'1ブォノレマリシ固定材料についても行われた。結果は

表1の通りであった。

第2号第4巻類藻44 

蜂毒で処理したスギモク幼医(3-5細胞期)
のプリラント緑による染色

l 
表 1
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以上の実験を総括すると，フVスジモク幼匹の原形質表j晋にはたしかに

リポイドが存在し，それはナイ Jレ青およびスダシ IIIで染められる。

匹の部分によってその量がどう異なるかはこの方法で区別されない。またこ

のリポイドはオスミック酸で反応をあらわさない。そしてそれはまたミエリ

シ像の形成によっても証明され，さらにクロロフォルムおよびエ{テノレには

可溶性であるが，アセトンには不器性である。これらの事実はリポイドの正

体が lecithineであることを示している‘そとで蜂毒を作用させてみると，そ

の効果はある程度あらわれ，プリラシト緑による特有の染色性が減少し，そ

の減少は特に仮服部で著しい.これによって，スギモク幼匹の差次染色はレ
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ジチンの偏った分布によって生ずるものと推定される。

Resume 

(1) When young embryos of Cocc叩horaLαng8dor.臥 aFu巴aceousalga， 
are stained with Nile blue， coloration appears on the surface of the protoplasm， 
being de自pestin the basal part. The stainability is preserved even if the 
material is previously fixed with formalin or with aceton， while lost if treated 
previously with chloroform or with ether.τ'his implies that lecithine is dis-
tributed most densely on the surface of the basal pole. 
(2) Polar staining appears in the basal protoplasm with brilliant green 
vitally or after being fixed with formalin， while this property disappears if 
the material is treated with wasp-venom previously. This confirms the prece-
ding supposition， i. e.， the difl'erential lecithine distribution. 
(3) 賀1elecithine distribution on the surface of也eprotοplasm was veri-
fied with myeline figure formation and Romieu's iodine-lecithine reaction. 
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緑藻 C!o1Zz'othoratlumosaトゲナシ

ツノレギの生態について

深瀬録i

H. FUKASE: 80me ecological notes on 
αoniophorαplumosa. 

淡水産緑藻 Chaetophora科のαoniophoraρlu四 osα(KUTZ.)BOURRELL Y 
トグナジヅノレギが本邦に躍することは，すでに広瀬，高嶋(1955)によって報
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